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大規模地震発生、気象等の警報及び避難情報発令時の就業対応について 
 

 みだしのことにつきまして、以下のとおりとさせていただきますので、何卒ご理解くださいます

ようお願いいたします。 

 

１ 大規模地震（震度５強以上：会員の居住区または就業先の区において）の発生時または南海ト

ラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）が発表された場合の就業 
 

種  別 就業の対応 

震度５強以上の地

震発生 

就業開始前 地震発生当日の就業を中止 

就業中 

就業を中止 

揺れが収まりましたら発注者様と相談の上、帰宅 

（若しくは指定緊急避難場所へ移動） 

翌日以降の 

就業再開 
被災状況に応じ、発注者様と会員とで相談し決定 

南海トラフ地震臨

時情報 

（巨大地震警戒） 

事前避難対象地域 

（会員居住地もし

くは就業先） 

就業を中止 

事前避難対象地域

以外 
就業を継続（ただし、地震発生に留意） 

発生後 被災状況に応じ、発注者様と会員とで相談し決定 

※ 発注者様におかれましては、就業場所が南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）における事

前避難対象地域に指定されているか、ご確認をお願いします。 

 

２ 台風の接近や大雨等により「気象等の警報」が発表された場合の就業 
 

発表元 警報等の種類 就業の対応 

気象庁 

特別警報 

 

（８種類） 

ﾚﾍﾞﾙ5氾濫特別警報 

就業開始時間の２時間前以降に、名古屋市にお

いて発表された場合は、就業を中止 

ﾚﾍﾞﾙ5大雨特別警報 

ﾚﾍﾞﾙ5土砂災害特別警報 

ﾚﾍﾞﾙ5高潮特別警報 

暴 風 

暴風雪 

大 雪 

波 浪 

警 報 

 

（８種類） 

暴 風 就業開始時間の２時間前以降、尾張東部（名古

屋市含む）に発表された場合は、就業を中止 暴風雪 

ﾚﾍﾞﾙ3氾濫警報 

通常通り就業（ﾚﾍﾞﾙ3の警報については、名古屋

市が発令する「避難情報」に留意） 

ﾚﾍﾞﾙ3大雨警報 

ﾚﾍﾞﾙ3土砂災害警報 

ﾚﾍﾞﾙ3高潮警報 

大 雪 

波 浪 

※ ﾚﾍﾞﾙ4 危険警報については、上記警報のﾚﾍﾞﾙ3に準じた就業の対応とさせていただきます。 

 



３ 名古屋市が発令する避難情報（地域ごとの具体的な避難の呼びかけ） 
 

発表元 警報等の種類 就業の対応 

名古屋市 

(避難情報) 

警戒 

ﾚﾍﾞﾙ５ 
緊急安全確保 

就業開始時間の２時間前以降に、会員の居住地ま

たは就業場所のある学区に発表された場合は、就

業を中止 

警戒 

ﾚﾍﾞﾙ４  
避難指示 

警戒 

ﾚﾍﾞﾙ３ 
高齢者等避難 

 

４ 留意事項 

  気象情報の「特別警報」「警報(暴風、暴風雪)」（気象庁が発表）、「避難情報」（名古屋市が発令）

が、就業中に発表・発令された場合も同様とします。会員は安全状況を確認のうえ、屋内作業で

は就業の継続も含め、その場にとどまるなど適切な対応をとります。 
 

★ 用語解説 

䥹
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表
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特別警報 
予想される現象が特に異常であるため、重大な災害が起こるお

それが著しく大きい旨を警告して行う予報。 

危険警報 
重大な災害が起こるおそれが大きい危険な状態である旨を警

告して行う予報。 

警 報 
重大な災害が発生するおそれのあるときに警戒を呼びかけて

行う予報。 

避
難
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報
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警戒 

ﾚﾍﾞﾙ5 
緊急安全確保 

災害が発生または切迫し、避難場所への移動が危険な場合に、

少しでも安全な場所で身の安全を確保することを目的に名古

屋市が発令するもの。 

警戒 

ﾚﾍﾞﾙ4 
避難指示 

被害の危険が目前に切迫し、生命の危険がより高まったため、

避難を強くすすめるために発令するもの。 

名古屋市が、被害が発生するおそれが高いため、避難をすすめ

るために発令するもの。 

警戒 

ﾚﾍﾞﾙ3 
高齢者等避難 

名古屋市が、避難の準備をする心構えをするために発表するも

の。 

高齢者や障がいのある方が自主避難を開始する目安。災害のお

それあり。 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報 

南海トラフ沿いで異常な現象を観測された場合や地震発生の可能性が相対的に高まって

いると評価された場合等に、気象庁から発表される情報。 

巨大地震警戒 

想定震源域内のプレート境界において、岩盤のずれの規模（ず

れ動いた部分の面積×ずれた量×岩石の硬さ）をもとにして計

算したマグニチュード（モーメントマグニチュード）8.0以上の

地震が発生したと評価した場合に発表 

事前避難対象地域 

（名古屋市分） 

区 対象地域を含む学区 関連河川 

熱田 千年 堀川 

中川 
正色、五反田、戸田、春

田、豊治、西前田 

庄内川、新川、福

田川 

港 

東築地、港西、当知、高

木、神宮寺、南陽、西福

田、福田 

堀川、庄内川、新

川、日光川、福田

川、蟹江川 

南 
豊田、道徳、白水、千鳥、

柴田 
山崎川、天白川 

緑 大高 天白川 
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猛暑日・酷暑日における当センター会員の就業について（お願い） 

 

 平素は、当センターに格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。 

 さて、６月に入り、日を追うごとに気温が上がってまいりました。 

 今夏も最高気温が35度を超える猛暑日、40度を超える酷暑日が予想されています。 

 つきましては、熱中症予防のため、炎天下での屋外作業はもとより、屋内であっても熱

のこもる場所等の作業について、下記のとおり就業会員へご配慮いただきますようお願い

いたします。 

  

 

記 

 

 

 気温３１℃または暑さ指数（WBGT）２８以上の日にご配慮をお願いしたい事項 

 ○就業会員が体調不良の際は、発注者様へ事前連絡の上就業を中止することがあります。 

 ○当日の天気予報で最高気温が３５度を超える猛暑日予報または熱中症警戒アラート以

上が発表された場合は、発注者様と会員で相談し、可能であれば就業日を別の日に振り

替えるよう調整させていただくことがあります。 

 ○作業日を別の日に振り替えることができず、やむを得ず作業する場合は、会員は30分

以上の連続作業を避け、こまめに休憩をとり水分を補給します。 

 ○屋内作業では、適宜エアコンの使用にご配慮ください。 

 〇一人作業の場合は、お手数ですが３０分おきに会員に声をかけてください。 

 

 

 

 

 

                ＜お問い合わせ先＞ 

公益社団法人名古屋市シルバー人材センター 業務部 

TEL：052-842-4688 FAX：052-842-4894 

e-mail:nagoyahonbu@sjc.ne.jp 


